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〈写真・菊地信夫〉

　「先生というよりも作品の“ファン１号”です」と話す 居  原  田 礼子さん（５４歳）。
い はら だ

　１９９６年春、主催する書道教室に通う生徒に頼まれ、横浜市港南区の知的障害児の訓練
会「なずな会」で習字の指導を行うことになった。それまで障害児とはかかわったこと
が無かったため、初めは戸惑い、自分の力不足に落ち込んでばかりだったが、子どもた
ちの成長に感激し、励まされ、試行錯誤しながらその子どもに合った指導を行ってきた。
　２００４年には、自分の住む栄区で新たに知的障害児・者の書道教室「きらら」を始めた。
どちらの教室も、書くことに慣れてきた子どもは３５�×７０�程の紙に詩を書いていく
が、その子どもによって書ける字や字数が違うので、詩は居原田さんが子どもたちのこ
とを思い浮かべながら、その子どものつぶやきやイメージに合わせて創っている。それ
を子どもたちが自由に、思いのままに書いていく。
　「障害があるにしては良く書けた、ではなく、障害があるからこそ、その素直な個性で
できた素敵な作品です。作品そのものの魅力を感じていただきたい」と話す。
　現在は、「なずな会」、「きらら」のほかに、障害者対象の「ひの教室」、通常の書道教
室でも指導を行っている。「教室は私の大切な宝物！」だそうだ。
◇作品はホームページで見られます。「なずなの子供たち」 http://www.est.hi-ho.ne.jp/keiiharada/
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特集

～市町村社協部会での取り組みを中心に～

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め

に
は
、
介
護
保
険
な
ど
の
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
市
民
活
動
な
ど
が
活
発
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
し
た
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
技
術
に
は
、
問
題
を
抱
え
る
個
人
を

支
援
す
る
活
動
と
は
別
に
、
地
域
の
住
民
組
織
に
働
き
か
け
た
り
、
障
害
者
・
介
護
者
な
ど
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
支
援
す
る
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
（
地
域
援
助
技
術
）
が
あ
り
ま
す
。
本
会
市
町
村
社
協
部
会
で
は
、
市
町

村
社
協
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

コミュニティワーク実践を進めるために

仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
と
呼
応
す
る
よ
う

に
、
同
省
で
は
本
年
度
か
ら
全
国
の
概

ね
中
学
校
区
百
カ
所
に
、
小
地
域
活
動

の
活
動
拠
点
と
、
地
域
福
祉
活
動
を
調

整
す
る
社
会
福
祉
士
な
ど
の
地
域
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
専
任
）
を
モ

デ
ル
で
配
置
す
る
「
地
域
福
祉
活
性
化

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
よ
る
活
動
は
従
前
よ
り

あ
り
ま
し
た
が
、
今
改
め
て
そ
の
大
切

さ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
の 

抱
え
る
ジ
レ
ン
マ

　

市
区
町
村
社
協
は
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
団
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
地

域
住
民
組
織
な
ど
に
働
き
か
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
個
別
ケ
ー
ス
支
援
で
は

様
々
な
方
法
論
が
確
立
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
明
確
な
方
法
論
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
社
協
職
員
も
自
ら
の

経
験
を
頼
り
に
、
独
自
の
手
法
で
地
域

に
働
き
か
け
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
の
自
ら
の
実
践
が
事
業
の
実
施
報

告
や
会
議
で
の
参
加
報
告
と
い
う
形
で

し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ー
ク
を
検
証
す
る
た
め
の
記
録

に
ま
で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
践
は
従

前
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
方
法
が

確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
ま

す
。　

豊
か
な
地
域
実
践
の
存
在

　

本
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
、
豊

住
民
同
士
の
支
え
あ
い
へ
の 

期
待
の
高
ま
り

　

こ
の
三
月
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援

護
局
の
研
究
会
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
福

祉
の
あ
り
方
研
究
会
」（
座
長
、
大
橋
謙

策
氏〔
日
本
社
会
事
業
大
学
学
長
〕）報

告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地

域
に
お
け
る
福
祉
課
題
を
次
の
よ
う
に

整
理
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ゴ
ミ
出
し
、
電
球
の
交
換

な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
の
必
要

性
や
、
要
介
護
の
親
と
精
神
障
害
の
息

子
と
い
う
よ
う
な
複
合
的
な
事
例
や
、

ホ
ー
ム
レ
ス
、
外
国
人
な
ど
社
会
的
排

除
の
対
象
と
な
り
や
す
い
者
の
存
在
な

ど
に
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
対
応

で
き
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

こ
う
し
た
問
題
を
地
域
住
民
が
自
ら
の

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
住
民
間
で
そ

れ
ら
を
共
有
し
解
決
に
向
か
う
よ
う
な
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高
め
て
い
こ
う
と
す
る
共
通
認
識
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
推
進
モ
デ
ル

事
業

　

本
年
度
、
市
町
村
社
協
部
会
で
は
、

３
つ
の
提
案
を
踏
ま
え
た
市
区
町
村
社

協
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
そ
の
実
践

を
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
に
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
推
進
モ
デ
ル

事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
は
今
後
の

調
整
に
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
市
区
町

村
社
協
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

実
践
の
事
例
検
討
的
な
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

今
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
は
社

協
職
員
の
み
な
ら
ず
、
市
区
町
村
行
政

の
地
域
福
祉
担
当
職
員
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
横
浜
市
地
域
ケ
ア

プ
ラ
ザ
職
員
な
ど
に
も
共
通
す
る
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
述
の
よ

う
に
、
地
域
住
民
の
中
に
も
卓
越
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
を
行
っ
て

い
る
人
々
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
々
ま
で
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ー
ク
の
実
践
力
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
践
力
を
高
め
る
た

め
、
兵
庫
県
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

の
実
践
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
藤
井
博

志
氏
（
神
戸
学
院
大
学
准
教
授
）
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
招
き
、
県
内
の
市
区
町

村
社
協
職
員
九
名
の
参
加
に
よ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
検
討
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
検
討
会
は
、
少
人
数

制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方
式
で
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
の
講
義
、
相
互
の
レ
ポ
ー
ト

発
表
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
の

事
例
検
討
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

◆
３
つ
の
提
案

　

こ
の
検
討
会
で
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
と

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
践
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
「
３
つ
の
提
案
」

（
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
を
記
録
す

る
。
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
事
例

検
討
や
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
行
う
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
と
個
別
ケ
ー

ス
、
地
域
の
福
祉
課
題
と
連
動
さ
せ

る
）
を
ま
と
め
、
部
会
活
動
を
通
じ
、

県
内
の
市
区
町
村
社
協
に
提
案
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
に
即
し
た
取
り
組
み

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
意
識
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
力
を

か
な
地
域
福
祉
実
践
活
動
の
ヒ
ン
ト
を

普
及
し
よ
う
と
、
身
近
な
地
域
に
お
い

て
住
民
同
士
が
創
り
出
し
て
い
る
活
動

事
例
を
取
材
し
、「
地
域
づ
く
り
実
践

事
例
集
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
見
え
て
き
た
の
は
、
時

と
し
て
、
福
祉
に
関
わ
る
職
業
人
を
し

の
ぐ
ほ
ど
の
実
践
の
存
在
で
し
た
。
住

民
の
ゆ
る
ぎ
な
い
思
い
と
卓
越
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
践
が
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
を
行
う
職
業
人
は

真 
摯 
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
感

し

じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
豊
か
な
実
践
は

ど
の
地
域
で
も
自
然
発
生
的
に
起
こ
る

も
の
で
は
な
く
、
先
駆
的
な
実
践
を
他

の
地
域
へ
伝
え
た
り
、
活
動
を
継
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
地
域
全
体
の
理
解
を

深
め
る
な
ど
、
職
業
人
と
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
の
実
践
も
、
そ

の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

市
町
村
社
協
部
会
で
の
取
り
組
み 

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
検
討
会

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
本
会
市

町
村
社
協
部
会
で
は
平
成
十
九
年
度

に
、
市
区
町
村
社
協
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
を
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

県
行
政
で
は
、
こ
れ
ま
で
職
業
と
し

て
地
域
に
携
わ
る
人
と
、
住
民
活
動
と

し
て
携
わ
る
人
を
区
別
せ
ず
、
と
も
に

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
し
て
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
と
い
う
名
称
を
使
い
、
そ
の
育
成

等
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
力
向
上

に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ

ー
に
し
ろ
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
し
ろ
、
名
称
や
機
能
の
使
い
分

け
は
別
に
し
て
、
こ
う
し
た
活
動
に
携

わ
る
人
々
が
共
に
学
び
あ
う
こ
と
で
影

響
し
合
い
、
相
互
に
高
め
あ
え
る
と
い

う
期
待
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
論
議
で
は
、

職
業
人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー

カ
ー
の
能
力
や
果
た
す
べ
き
役
割
が
薄

れ
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
り
ま
し
た
。
社

協
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー

の
育
成
と
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
育
成
等
に
つ
い
て
は
、
今
改
め
て

整
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
ま

す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）
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か
り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

本
会U

R
L

＝http://w
w
w
.knsyk.jp/
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－
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３１１（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

本
会
で
は
、
県
民
の
皆
様
や
企
業
・

団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
も
と

に
「
か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
」
を

設
置
し
、
基
金
の
運
用
利
息
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
親
と
と
も
に
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
県
内
の
児
童
養

護
施
設
等
や
里
親
の
も
と
で
生
活
し
て

い
る
児
童
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
五
年
に
本
基
金
が
誕
生
し

て
以
来
、
支
援
内
容
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
各
施
設

並
び
に
各
里
親
会
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
奨
励
金
や
自
立
支
援
金（
別
表
参
照
）

を
交
付
し
て
い
る
ほ
か
、
就
職
や
進

学
、
民
間
ア
パ
ー
ト
入
居
時
等
に
施
設

長
・
里
親
が
身
元
保
証
を
行
っ
た
結
果
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
損
害
賠
償

が
発
生
し
た
場
合
に
そ
の
一
部
を
保
証

す
る
制
度
（
限
度
額
あ
り
）
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

児
童
の
進
む
道
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
そ
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
経
済

的
な
面
で
夢
を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
、
現
実
の
厳
し
さ
に
直
面

す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
基
金
に
よ
る
支
援

が
、
一
人
で
も
多
く
の
児
童
の
将
来
や

夢
の
実
現
の
一
助
に
な
る
よ
う
、
今
後

も
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
＝
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当

�　

－

　

－

１
１
２
１
（
代
）

０４５

３１２

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た

　

本
会
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
事
業
（
以
下
、「
第
三
者
評
価
」）

と
し
て
、
平
成
十
九
年
度
は
七
事
業
所

の
第
三
者
評
価
を
行
い
、
そ
の
う
ち
昨

年
十
月
か
ら
本
年
二
月
に
か
け
て
訪
問

調
査
を
実
施
し
た
六
事
業
所
の
評
価
結

果
を
確
定
し
ま
し
た
（
表
１
）。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
事

業
（
以
下
、「
外
部
評
価
」）
と
し
て
は
、

平
成
十
九
年
度
は
五
十
事
業
所
の
外
部

評
価
を
行
い
、
そ
の
う
ち
本
年
一
月
か

ら
三
月
に
か
け
て
訪
問
調
査
を
実
施
し

た
十
事
業
所
の
評
価
結
果
を
確
定
し
ま

し
た
（
表
２
）。

　

第
三
者
評
価
結
果
並
び
に
外
部
評
価

結
果
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の

外
部
評
価
受
審
事
業

所
を
年
間
を
通
じ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
利
用
者

・
家
族
と
事
業
者
の

信
頼
関
係
が
よ
り
深

ま
る
よ
う
、
事
業
者

の
努
力
や
工
夫
を
わ

所在地事業所名Ｎｏ．

相模原市福）幸会　特別養護老
人ホーム幸園１

相模原市相模原市立
麻溝台保育園２

相模原市相模原市立
相模原保育園３

相模原市相模原市立
南上溝保育園４

相模原市福）晴翔会　くぬぎ台
保育園（分園含む）５

秦野市福）こひつじ愛児会　
こひつじ保育園６

平成１９年度　福祉サービス第三者評価
受審事業所一覧（表１）

（平成１９年１０月～平成２０年２月訪問調査実施分）

県社協　
　の

　　　ひろば
児
童
の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す

〜
か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
の
ご
紹
介

（
別
表
）

①
奨
励
金
（
幼
稚
園
は
里
子
の
み
対
象
）

　

・
私
立
幼
稚
園
入
園
時　

三
万
円

　

・
私
立
高
校
入
学
時　
　

五
万
円

②
自
立
支
援
金　

十
万
円

　

※
施
設
長
・
里
親
が
児
童
の
身
元
保
証

を
行
い
、
就
職
等
で
初
め
て
民
間
ア

パ
ー
ト
に
入
居
す
る
時

平
成
十
九
年
度
交
付
状
況

①
奨
励
金　

四
十
五
件（
二
百
十
三
万
円
）

②
自
立
支
援
金　

六
件
（
六
十
万
円
）

「子ども福祉基金」への
ご寄付は・・・

銀行：横浜銀行　横浜駅前支店
種目：普通預金　№０５５２８８４
名義：（福）神奈川県社会福祉協議会

※送金手数料はご負担ください。

※本紙「福祉タイムズ」にお名前を

掲載させていただきます。

所在地事業所名Ｎｏ．

神奈川区グループホーム三ッ沢
南の丘１

港南区ツクイ大久保
サンフラワー２

旭区サリューブル
あさひ壱番館３

港北区スマイル住まいる
新横浜４

泉区サリューブルいずみ５

瀬谷区グループホーム友愛６

川崎区小規模多機能型
居宅介護　縁７

幸区グループホーム奏８

幸区小規模多機能型
居宅介護　奏９

多摩区コスモス・ぴあ・ハウス１０

平成１９年度　地域密着型サービス外部評価
受審事業所一覧（表２）

（平成２０年１月～３月訪問調査実施分）

ＮＯ．７とＮＯ．９ は小規模多機能型居宅介護。
他は認知症高齢者グループホーム。
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　私は、横浜いずみ学園に入職して６

年になります。当園は家庭や学校でさ

まざまな問題があって、上手く生活が

出来ない子ども達（小１～高３）５０名

が生活をしている情緒障害児短期治療

施設です。

　入職当初、献立は子どもの喜ぶも

の、好きな食べ物を中心に提供してき

ました。しかし、平成１７年に食育基本

法が制定され、私自身も母親になった

のをきっかけに、学園に入所している

子ども達に提供する食事についての考

え方が変わりました。成長期の子ども

達にとって食事がどれだけ大切か、私

は、栄養士としてどのようなことが出

来るのかを考えるようになりました。

　栄養について講義をしたり、調理実

習をしたりすることも食育のひとつの

方法ですが、毎日の食事こそ大切な食

育の教材です。看護師さんや職員さん

から日々の子ども達の様子を聞き、調

理員さんと話し合って、学園の子ども

達の“心”と“からだ”に合った食事

を提供することを目標にしました。ま

ずは、既製品ばかりに頼っていた「お

やつ」を手作りに変えることからはじ

めました。思いを込めて作った食事に

ついて、子ども達がよいことも悪いこ

とも、たくさんの意見を伝えてくれる

ようになったことは、ここ最近感じる

大きな変化です。

　これからも、子ども達にいろいろな

食体験をして欲しい、健康に育って欲

しいという気持ちを込めて、食事を提

供していきたいと思います。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク187

生きる基本
～成長期の食事の大切さ～

横浜いずみ学園
栄養士　櫻井　千晴

開催時期
（予定）研修名研修体系

６～７月福祉施設等新任職員研修（基礎編）階層別研修

６～７月福祉施設等新任職員研修（概論編）

８～９月福祉施設等新任職員研修（各論編）

１２月頃福祉施設等新任職員研修（実践編）

２～３月頃福祉施設等新任職員研修（振返り編）

６～７月福祉施設等新任職員研修（特別編－
接遇・救急法）

７月福祉施設等中堅職員研修（基礎編）

８～９月福祉施設等中堅職員研修（各論編）

７月福祉施設等中堅職員研修（特別編）

９～１１月頃スーパーバイザー育成研修

９～１０月頃職場内研修担当者研修

調整中介護職リーダー研修

１０～２月頃法人施設マネジメント研修Ⅰ（ミド
ルマネージャー）

１０～２月頃法人施設マネジメント研修Ⅱ（トッ
プマネージャー）

８～９月頃サービス提供責任者育成研修

９～１０月頃対人援助技術研修テーマ別研修

調整中緊急課題対応研修

９～１０月頃介護支援専門員　専門研修課程Ⅰ
（県指定）

スキルアップ研修

１１～１月頃介護支援専門員　専門研修課程Ⅱ
（県指定）

６～１０月介護職員基礎研修資格取得研修

４～３月介護支援専門員実務研修（第１１期・
第１２期）（県指定）

９～１月頃介護支援専門員更新研修（県指定）

８～９月頃介護支援専門員実務研修受講試験準
備講習会

準備講習会

１０～１２月頃介護福祉士資格取得準備講習会

平成20年度 福祉人材研修部 研修事業一覧（予定）平成20年度　福祉人材研修部　研修事業一覧（予定）

平成２０年度　介護支援専門員実務研修受講試験について
開催日　平成２０年１０月１９日（日）
試験結果発表予定日　平成２０年１２月１０日（水）

※対象となる施設・団体には、研修開催の１～２ヶ月前を目処
に、直接、募集案内等をお送りする予定です。詳細は下記担当
まで、お問い合わせ下さい。
問合せ先　福祉人材研修部
電話　０４５－３１１－１４２９（福祉人材研修担当）
電話　０４５－３１１－８７３１（介護支援専門員支援担当）
ＦＡＸ　０４５－３１３－０７３７　E-mail :kensyu@knsyk.jp



６第６７８号　福祉タイムズ　２００８．５．１５
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利
用
者
の
願
い
に
こ
た
え
る
た
め
に

　

親
と
な
っ
た
今
、
人
間
が
人
間
を
産

む
こ
と
の
す
ご
さ
を
実
感
し
、
障
害
は

特
別
で
は
な
い
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
こ
と
だ
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
に
重
い
障
害
が
あ
っ

て
も
、
家
族
を
は
じ
め
周
り
の
人
と
と

も
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
利
用
者
一

人
ひ
と
り
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
す
。
地
域
で
生
活
す
る

喜
び
を
、
障
害
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
笑
顔
に
私
自
身
も
励
ま
さ

れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
生
活

を
し
た
い
と
願
う
利
用
者
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
重
症
心
身
障
害
者
通
園
事
業
Ｂ
型

「
飛
行
船
」

茅
ヶ
崎
市
芹
沢
７
８
６

�
０
４
６
７－

５
４－

５
４
２
４

利
用
者
の
明
る
さ
に
魅
か
れ
て

　

私
が
障
害
者
施
設
で
働
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
保
育
士
の
実
習
で
初
め
て

知
的
障
害
者
施
設
に
行
き
、
利
用
者
が

明
る
く
楽
し
ん
で
生
き
て
い
る
姿
に
感

動
し
、
利
用
者
と
と
も
に
毎
日
楽
し
く

過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
は
身
体
障
害
者
療
護
施
設
や

知
的
障
害
者
更
生
施
設
の
分
場
で
の
自

主
製
品
作
り
、
喫
茶
店
で
の
支
援
な
ど

に
就
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
二
回
の
育

児
休
暇
を
経
て
、
現
在
は
重
症
心
身
障

害
者
通
園
事
業
に
配
属
に
な
り
、
十
二

年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
て

　
「
重
心
通
園
事
業
」
の
現
場
で
は
、
毎

日
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
、
通
所
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
、
活
動
で
は
楽
し

く
、
心
地
よ
い
雰
囲
気
で
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
飛
行
船
」に
移
っ
て
ま
だ
日
が
浅

い
の
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
次
第
に
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
朝
会

っ
た
時
の
利
用
者
の
笑
顔
に
、
今
日
も

一
日
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま

り
ま
す
。

家
庭
と
職
場
の 

支
え
が
あ
る
か
ら
続
け
ら
れ
る

　

仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
の
は
大
変

で
す
が
、
家
事
や
子
育
て
に
協
力
し
て

く
れ
る
夫
や
、
子
ど
も
を
見
て
く
れ
る

親
、
急
な
休
み
に
も
理
解
を
し
て
く
れ

る
職
場
、
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
子
ど

も
達
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
働
け
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
を
支
え
て
く
れ
る
温
か
い
家
族
と

利
用
者
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
、
一
日
何
回

も
大
笑
い
し

な
が
ら
、
毎

日
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま

す
。

※yahooで「株式会社八雲堂」と検索してください

〒２３５－００４５
横浜市磯子区洋光台６－２０－６
ＴＥＬ ０４５－８３３－５１７２　ＦＡＸ ０４５－８３３－５１４９

重
症
心
身
障
害
児（
者
）通
園
事
業
と
は

　

地
域
で
暮
ら
す
、
重
症
心
身
障
害
児

（
者
）の
方
々
へ
の
日
中
活
動
、
医
療
ニ
ー

ズ
の
高
い
方
へ
の
医
療
と
連
携
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
。
県
内

の
事
業
数
は
二
十
六
。

利用者の深見幸子さんと
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重症心身障害者通園事業Ｂ型
「飛行船」

生活支援スタッフ・保育士
 信  田 　美絵
のぶ た

第２回
身体障害者福祉施設
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でか
けてみませんか

イセザキモール
～伊勢佐木町１・２丁目地区商店街～（横浜市中区）

　今回は「イセザキモール」こと伊勢佐木町1・2丁目地区

商店街をご紹介します。この商店街は地元の人はもちろ

ん、多くの人が足を運ぶ活気に満ちた商店街。平成15年

度にはバリアフリー化推進功労者として、内閣官房長官表

彰を受けるなどの経歴をもつ納得の商店街でした。

　通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立
生活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事
業）や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当
事者の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現
在、厚木・平塚・南足柄の３ヶ所を拠点に活動中。
＜連絡先＞〔法人本部〕厚木市愛甲９５３－２
ＴＥＬ０４６－２４７－７５０３　ＦＡＸ０４６－２４７－７５０８
URL)http://www.kilc.org E-mail)info@kilc.org 

今月は　�　NPO法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！
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インフォメーションインフォメーション
〈お問合せ〉
伊勢佐木町１・２丁目地区商店街振興組合
横濱ジェントルタウン倶楽部（事務局）
横浜市中区末広町２－６－１０
ＴＥＬ０４５－２６１－７５３５／ＦＡＸ０４５－２６１－７６４７
〈イセザキモール多目的トイレ案内〉
有隣堂Ｂ１Ｆ、松坂屋６Ｆ、エクセル伊勢佐木１Ｆなど

◆子育て中の方や障害のある方にやさしい工夫を
している商店街の情報を募集します！ご意見・ご
感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せ下さい。

わっしょいと参加できる車いす神輿

　「障害があってもお神輿を担ぎたい」という希

望をかなえた車いす神輿は平成１３年に始まりま

した。お三の宮として知られる横浜市南区の日

枝神社の秋祭りでは、車いすの人をはじめ障害

のある人が神輿を担ぎ、イセザキモール１・２

丁目を威勢よく練り歩きます。

横濱ジェントルタウン倶楽部

　障害のある人や高齢の方を含むすべての人に

やさしいまちづくりを目指して設立されたこの

倶楽部は、その発起人に伊勢佐木町１・２丁目

地区商店街振興組合も名を連ね、事務局も担っ

ています。横浜エリアの「触る地図」発行に携

わるほか、２００１年から数年にわたり開催された

福祉のアート展（障害のある人の様々な作品を

ストリート随所に展示）の事務局を務めるなど、

そのやさしい取り組みは多彩。イセザキモール

はハード面のバリアフリーだけでなく、ソフト

面もとても温かい街なのです。

納得、安心のバリアフリー商店街！

　イセザキモールはJR関内駅や市営地下鉄伊
勢佐木長者町駅から徒歩すぐのところにあり、

およそ４００ｍ直線に延びるストリートの両側に

１００を超える大小さまざまな店舗が立ち並んで

いるにぎやかなスポットです。

　車が入って来ない

ので安全に散策でき

るこの通りの配慮は

まだまだあります。

道幅はとても広く、

随所に自由に利用で

きるテーブルやベン

チが設置されているのでいつでも一休みが可

能。そして立ち並ぶお店のほとんどがフラット

な出入口となっていて、

車いすの方もスムーズ

に買い物などを楽しむ

ことができます。これ

ほどの規模の商店街で

段差のある店舗がほと

んどないことには感服

です。

　年間を通して毎月の

ように行われているイ

ベントも楽しみの一つ。

イベント開催状況についてはホームページでも

案内をしていますので、チェックしてみてはい

かがでしょうか。http://www.isezaki.jp/

並木の周りがベンチになっています

楽しいイベントが盛りだくさ
んのストリート（こいのぼり
ストリートは５／５で終了）
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連連載載

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
【
第
二
回
】

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に　
【
第
二
回
】

座
談
会
「
地
域
生
活
へ
の
移
行
〜
�
自
立
支
援
�
の
た
め
に
」

　

前
回
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
（
以
下
、「
支
援

法
」）
と
権
利
条
約
の
目
的
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し

た
。
第
二
回
の
今
回
は
、
障
害
者
の
「
自
立
支
援
」

を
テ
ー
マ
に
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
関

係
者
で
の
座
談
会
を
開
催
し
、
地
域
生
活
移
行
や
所

得
保
障
、
就
労
支
援
な
ど
に
つ
い
て
の
課
題
を
挙
げ

て
い
た
だ
き
ま
す
。地

域
生
活
移
行
へ
の
課
題
と
利
用
者

の
選
択
の
自
由

藤
村　

地
域
生
活
を
ど
う
自
立
支
援
し

て
い
く
か
、
ま
ず
は
利
用
者
の
立
場
で

は
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

香
坂　

知
的
障
害
者
の
場
合
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は
整
備
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
地
域
で
ど
う
支
え

る
か
、
ソ
フ
ト
面
が
で
き
て
い
な
い
の

が
実
態
で
あ
る
。

戸
�　

今
回
、
三
障
害
一
元
化
と
あ
る

が
、
障
害
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
量
が

ま
っ
た
く
ち
が
う
。
精
神
障
害
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
県
内
の
約
六
割
の
市

町
村
に
は
ま
だ
無
い
。
精
神
障
害
関
係

は
、
市
町
村
業
務
に
移
行
し
て
ま
だ
五

〜
六
年
な
の
で
、
市
町
村
で
も
現
状
を

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
市
町
村
に
よ

っ
て
も
差
が
あ
る
。

伊
藤　

施
設
開
所
時
、
も
う
二
十
年
近

く
前
に
な
る
が
、
そ
の
頃
は
在
宅
サ
ー

ビ
ス
も
不
足
し
て
い
た
し
、
や
っ
と
の

思
い
で
入
所
さ
れ
た
経
験
か
ら
か
、
長

期
入
所
者
の
地
域
生
活
移
行
の
動
機
付

け
は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
の

新
規
入
所
者
の
方
は
、
い
つ
か
は
地
域

生
活
に
戻
り
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
た
め
、
そ
の
気

持
ち
を
大
切
に
支
援
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
身
体
障
害
者
の
自
立
生
活
を
支

え
る
た
め
に
は
、
所
得
保
障
と
住
宅
確

保
（
改
修
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
等
）
の
課
題

が
あ
る
。
今
後
は
、
居
住
サ
ポ
ー
ト
事

業（
※
）が
大
き
な
鍵
と
な
る
。
地
域
自

立
支
援
協
議
会（
※
）の
中
で
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

大
峽　

支
援
法
で
は
、
利
用
者
の
自
己

決
定
・
自
己
選
択
と
い
っ
て
も
、
障
害

程
度
区
分
に
よ
り
、
利
用
が
制
限
さ
れ

て
し
ま
う
。
利
用
者
自
身
が
一
番
幸
せ

に
過
ご
せ
る
場
所
を
選
べ
る
よ
う
に
す

る
観
点
が
必
要
で
あ
る
。

　

入
所
施
設
は
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
施

設
か
ら
出
て
行
っ
た
人
が
帰
っ
て
来
ら

れ
る
よ
う
な
場
所
で
も
あ
る
。入
所
施
設

は
、
地
域
の
福
祉
的
資
源
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
基
盤
が
あ
る
。
支
援
法

の
問
題
点
は
、
自
立
を
経
済
的
な
一
面

で
し
か
見
て
い
な
い
こ
と
。
支
援
し
て

も
ら
い
な
が
ら
生
き
る
の
も
自
立
だ
し
、

生
き
て
い
る
だ
け
で
も
自
立
と
い
え
る
。

藤
村　

地
域
生
活
へ
の
移
行
は
、
前
提
は

当
事
者
の
意
向
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

大
峽　

地
域
生
活
を
支
え
る
の
は
入
所

施
設
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
。
た
と
え

同
じ
法
人
で
は
な
い
別
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
入
所
し
た
と
し
て
も
、ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
し
入
所
施
設
と
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
在
宅
で
親
御
さ

ん
が
面
倒
を
見
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。

香
坂　

親（
介
護
者
）の
意
識
改
革
が
大

切
。
在
宅
で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、

自
立
を
促
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

藤
村　

長
年
入
所
施
設
で
生
活
し
て
き

た
方
が
、
急
に
地
域
生
活
移
行
と
言
わ

れ
て
も
困
難
で
あ
る
。
今
ま
で
の
入
所

施
設
利
用
者
と
、
こ
れ
か
ら
の
利
用
者

の
選
択
肢
に
違
い
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

戸
�　

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
移
行

は
、
本
人
や
病
院
、
家
族
に
と
っ
て
ま

だ
ま
だ
不
安
な
こ
と
。
病
院
で
な
く
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
を
地
域
で

＜コーディネーター＞
藤村和靜氏（社会福祉法人常成福祉会常務理事）
＜出席者（五十音順）＞
伊藤崇博氏（丹沢レジデンシャルホーム施設長）［身体障害］
大峽健一氏（知的障害者授産施設紅梅園施設長）［知的障害］
香坂　勇氏（神奈川県手をつなぐ育成会会長）［利用者］
鈴木治郎氏（ＮＰＯ法人障害者自立生活支援センター事務局長）［利用者］
田中誠一氏（アガペ壱番館施設長）［身体障害］
戸�洋充氏（ＮＰＯ法人神奈川県精神障害者地域生活支援団体連

合会理事長）［精神障害］
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作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
病

院
か
ら
退
院
す
る
際
に
、
住
居
と
保
証

人
を
ど
う
す
る
か
。
病
院
の
ワ
ー
カ
ー

が
保
証
人
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
公
的

な
保
障
制
度
が
な
い
と
難
し
い
。

　

今
、
障
害
の
ヘ
ル
パ
ー
が
減
っ
て
き

て
い
る
。
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

で
や
っ
と
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
に
、
こ
れ
が
き
ち
ん
と
さ
れ
な
い

と
移
行
な
ん
て
と
て
も
で
き
な
い
。

鈴
木　

全
体
的
に
、
福
祉
が
理
念
で
は

な
く
予
算
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
る
。
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
の

格
差
も
大
き
い
。

藤
村　

三
障
害
で
は
、
環
境
も
課
題
も

全
く
違
う
と
い
う
こ
と
か
。
居
住
の
問

題
で
こ
れ
ほ
ど
課
題
が
あ
れ
ば
、
地
域

生
活
移
行
は
ま
だ
ま
だ
先
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
当
事
者
へ
の
動
機
付
け
と

地
域
力
の
醸
成
と
、
何
よ
り
も
居
住
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
具
体
的
な
展
開
が
望
ま

れ
る
。

一
割
負
担
と
障
害
者
の
所
得
保
障
の
あ
り
方

田
中　

就
労
支
援
の
立
場
か
ら
言
う
と
、

所
得
保
障
が
無
い
ま
ま
支
援
法
が
ス
タ

ー
ト
し
た
の
は
責
任
が
大
き
い
。
そ
れ

が
で
き
て
初
め
て
一
割
負
担
と
い
え
る
。

戸
�　

今
、
生
活
保
護
を
受
け
る
障
害

者
が
増
え
て
い
る
。
精
神
障
害
者
は
生

活
保
護
が
多
い
。

田
中　

私
の
施
設
で
も
支
援
法
が
施
行

さ
れ
、
生
活
保
護
を
受
給
し
た
利
用
者

が
数
名
生
じ
た
。
受
給
し
な
い
と
本
人

の
生
活
の
質
を
守
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

藤
村　

神
奈
川
は
平
均
工
賃
月
額
約
一

万
二
千
円
。
所
得
保
障
に
関
し
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
が
二
〇
〇
五
年
に
所
得
�
補

償
�
の
制
度
を
作
り
、
ど
ん
な
雇
用
形

態
で
も
最
低
賃
金
は
補
償
し
て
い
る
。

な
ぜ
二
〇
〇
五
年
か
と
い
う
と
、
や
は

り
権
利
条
約
の
影
響
だ
そ
う
だ
。
障
害

福
祉
は
社
会
保
障
と
し
て
考
え
る
べ
き

で
、
今
こ
そ
、
障
害
が
高
齢
者
や
児
童

と
別
問
題
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
い
と
い
け
な
い
。

大
峽　

高
齢
者
支
援
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

向
け
て
安
心
・
安
全
な
ケ
ア
を
行
う
が
、

障
害
は
限
り
な
く
発
展
が
あ
る
中
で
、

発
達
を
促
す
支
援
で
あ
る
。

就
職
後
の
定
着
支
援
の
必
要
性

鈴
木　

障
害
者
で
働
け
る
方
は
少
数
。

残
り
の
方
は
、
就
労
以
前
に
生
活
支
援

が
必
要
な
方
。
働
く
こ
と
の
意
義
と
は

何
か
、
そ
し
て
権
利
条
約
の
合
理
的
配

慮
の
中
で
ど
の
よ
う
に
就
労
を
保
障
し

て
い
く
か
地
域
で
考
え
て
ほ
し
い
。

田
中　

一
般
雇
用
に
向
け
て
は
、
私
の

施
設
の
実
績
だ
と
、
知
的
障
害
者
は
、

二
十
六
名
の
支
援
を
行
い
、
六
名
が
就

労
し
た
。
今
は
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
（
※
）

が
日
々
飛
び
回
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
リ
タ
イ
ヤ
す
る
方
が
出
る
と
思
う
。

定
着
に
向
け
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
人
間
関
係
な
ど
の
支
援
を
も
っ
と

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
身
体
障

害
者
は
比
較
的
定
着
は
し
て
い
る
。
た

だ
心
配
な
の
は
、
権
利
条
約
に
よ
っ
て

就
労
や
賃
金
の
保
障
が
義
務
に
な
る

と
、
一
般
企
業
の
受
け
入
れ
が
減
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
峽　

昨
年
度
は
三
名
が
就
職
し
た

が
、
三
月
で
一
人
が
人
間
関
係
で
辞
め

た
。
就
労
支
援
施
設
に
は
、
就
労
支
援

と
生
活
支
援
の
ふ
た
つ
の
目
的
が
あ
り
、

そ
の
両
方
を
就
労
移
行
支
援
事
業
の
二

年
間
と
い
う
期
限
内
で
行
う
の
は
難
し

い
。ま
ず
は
外
に
出
か
け
て
仕
事
を
す
る

喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

戸
�　

私
の
と
こ
ろ
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
か
ら
卒
業
す
る
人
に
対
し
、
契
約

し
て
訪
問
や
相
談
な
ど
の
退
去
者
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
就
職
し
た
方
に
も
そ

う
し
た
定
着
支
援
を
し
な
い
と
い
け
な

い
。
雇
用
側
の
精
神
障
害
に
対
す
る
理

解
を
促
す
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
課
題
。

田
中　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
か
ら
の
意
見

で
、
定
着
支
援
の
一
環
と
し
て
月
に
数

回
、
施
設
を
開
放
し
て
、
就
職
し
た
知

的
障
害
者
の
方
が
息
抜
き
を
で
き
る
場

を
作
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

大
峽　

そ
れ
は
ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し

い
。
一
般
の
方
と
一
緒
に
働
い
て
い
る

と
、「
自
分
は
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
」
と

劣
等
感
を
感
じ
て
し
ま
う
。
継
続
し
て

働
く
た
め
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え

る
場
所
は
絶
対
に
必
要
。

香
坂　

就
労
す
る
に
は
、
就
労
と
生
活

の
両
面
か
ら
の
支
援
が
大
切
で
あ
る
。

藤
村　

障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

お
話
を
う
か
が
っ
て
き
た
。
次
回
か
ら

の
事
務
局
の
取
材
に
期
待
し
た
い
。

※
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
…
市
町
村
に
よ
る

相
談
支
援
事
業
の
ひ
と
つ
。
入
居
契
約

手
続
き
支
援
や
、
夜
間
を
含
め
た
緊
急

時
の
相
談
支
援
体
制
や
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
行
う
。

※
地
域
自
立
支
援
協
議
会
…
市
町
村
が
設

置
し
、
相
談
支
援
事
業
な
ど
障
害
者
の

地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
中
核

的
な
役
割
を
担
う
機
関
。

※
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
…
障
害
者
と
と
も
に
職

場
に
出
か
け
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
働
き

や
す
い
環
境
や
人
間
関
係
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
制
度
。
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★
フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と

児
童
福
祉
の
未
来
〜
子
ど
も
家
庭
援
助

と
児
童
福
祉
の
展
望
（
資
生
堂
社
会
福

祉
事
業
財
団
監
修
、
中
央
法
規
）

★
排
泄
ケ
ア
が
暮
ら
し
を
変
え
る
〜
百

人
百
様
の
老
い
を
支
え
て
（
浜
田
き
よ

子
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
に
お
け
る
改

正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
Ｑ
＆
Ａ
（
全

国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会
編
、

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
福
祉
、
教
育
、
労
働
の
連
携
に
よ
る

知
的
障
害
者
の
就
業
・
生
活
支
援
〜
連

続
性
の
あ
る
チ
ー
ム
支
援
モ
デ
ル
の
提

案
〜
（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
じ
め
て
読
本
〜
ス
タ
ッ
フ

の
悩
み
を
完
全
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
舳

松
克
代
編
、
医
学
書
院
）

図　
　
　
　

書

★
介
護
予
防
版
「
面
談
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
開
発
研
究
事
業
〜
訪
問
拒
否
、

非
利
用
者
の
ケ
ー
ス
分
析
と
対
応
策
の

検
討
〜
報
告
書
（
ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会
研

究
財
団
）

★
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
編
み
な
お
し
て

平
成　

年
度
人
間
関
係
力
を
育
む
子
育

19

て
環
境
づ
く
り
支
援
事
業
報
告
書
（
日

本
女
性
学
習
財
団
）

★
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
地
域
活
動
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
〜
平

成　

年
度
実
施
報
告
書
、
中
・
上
級
ボ

19
ラ
ン
テ
ィ
ア
テ
キ
ス
ト
（
全
国
特
別
支

援
学
校
長
会
）

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
力
向
上

の
た
め
の
３
つ
の
提
案　

記
録
・
事
例

検
討
・
ニ
ー
ズ
（
神
奈
川
県
社
会
福
祉

協
議
会
） 資

料

かながわ福祉サービス
第三者評価推進機構
事務局長　萩原克彦

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

『人格障害の時代』
岡田尊司著

　誰でもよかったという無差別殺人、老人や乳幼
児への虐待、すぐキレる大人や少年の増加等、こ
うした事件や問題に接するたびに、多くの人が不
安や生きづらさを感じています。本書は現代の日
本で続発するこれらの事件の根底に、いま急速に
浸透拡大している「人格障害（パーソナリティ障
害）」あるいは「人格障害」的な
行動様式や考え方があることを
指摘し、１０タイプに分類される
人格障害の行動の特徴、なぜ人
格障害が形成されるのか等を具
体例を通じてわかりやすく紹介
しています。４年前の発刊です
が、人格障害の社会的な影響や
ＩＴが作り出す擬似現実の関連
性など再認識させられます。

２００４年６月刊
定価７２０円（税込み）
平凡社新書
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

苦
情
解
決
研
修
会
共
催
団
体
の
募
集

　
「
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会
」
で
は
、
苦
情
解
決

の
仕
組
み
づ
く
り
の
充
実
に
向
け
た

研
修
会
を
各
種
団
体
と
共
催
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
講
師
等
の
派
遣
に
関

わ
る
経
費
は
当
委
員
会
が
負
担
し
ま

す
。
７
団
体
程
度
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
役
割
分
担
や
経
費
負

担
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限
＝
６
月
末

◇
問
合
せ
・
申
込
先
＝
か
な
が
わ
福

祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

�　

－

　

－

１
１
２
１（
内
線
３
５
５
２
）

０４５

３１２

神
奈
川
県
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
（
精
ボ
連
）
設
立　

周
年
記

20

念
「
〜
ま
な
ぶ
・
つ
な
ぐ
・
ひ
ろ
げ
る

〜
か
か
わ
り
あ
う
町
―
町
医
者
の
ま
な

ざ
し
か
ら
―
」

　

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の

修
了
生
で
設
立
し
た
精
ボ
連
の　

周
２０

年
を
記
念
し
、
精
神
科
医
の
浜
田
晋

氏
（
浜
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）
に
よ

る
講
演
と
、
浜
田
氏
と
石
川
到
覚
氏

（
大
正
大
学
人
間
学
部
教
授
）
に
よ

る
対
談
を
開
催
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
６
月
７
日　

２０

（
土
）　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

２０

１５

４０

◇
会
場
＝
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
４
階
ホ
ー
ル（
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
）

◇
対
象
＝
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の

あ
る
方
ど
な
た
で
も

◇
定
員
＝
３
０
０
名

◇
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
資
料
代
）

◇
問
合
せ
＝
精
ボ
連
事
務
局
（
毎
週

水
曜
日
の　

時
〜　

時
）　

１０

１５

�　

－

　

－

８
８
５
９

０４５

３２２

�　

－

　

－

２
０
６
５

０４５

６３３

丸
紅
基
金
・
平
成　

年
度
社
会
福
祉
助

20

成
金
の
募
集

　

全
国
の
福
祉
施
設
や
任
意
団
体
が

必
要
と
す
る
設
備
、
機
器
等
の
ほ

か
、調
査
・
研
究
な
ど
の
資
金
助
成
と

し
て
、　

件
以
上
に
総
額
１
億
円（
上

５０

限
２
０
０
万
円
）の
助
成
を
行
う
。

◇
応
募
＝
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

添
付
書
類
と
共
に
事
務
局
宛
に
送

付
。
申
込
用
紙
は
以
下
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

h
ttp
://w

w
w
.m
aru
b
en
i.co.jp

/k
i

kin/recruiting.htm
l

◇
締
切
＝
平
成　

年
６
月　

日
。　

２０

３０

１０

月
下
旬
に
結
果
通
知
。

◇
定
員
＝
５
０
０
名
（
先
着
順
）

◇
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
法
人
丸
紅
基

金�　

－

５
４
４
６－
２
４
７
４

０３
第
２
回
「
よ
み
う
り
子
育
て
応
援
団
大

賞
」
応
募
者
を
募
集

　

読
売
新
聞
社
で
は
、「
よ
み
う
り

子
育
て
応
援
団
」
を
充
実
さ
せ
、
子

育
て
支
援
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
よ
み
う
り
子
育
て
応
援
団
大
賞
」

を
設
け
、
地
域
の
第
一
線
で
多
様
な

子
育
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
を
支
援
す
る
。

◇
対
象
＝
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」「
男

性
の
育
児
参
加
」
等
、
子
ど
も
や
親

を
対
象
に
し
た
支
援
活
動
を
行
う
民

間
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
。
活
動
年
数

や
人
数
問
わ
ず
。

◇
応
募
＝
応
募
用
紙
に
活
動
歴
や
テ

ー
マ
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
企

画
な
ど
を
具
体
的
に
記
入
。

応
募
用
紙
は
以
下
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

h
ttp
://osak

a.y
om
iu
ri.co.jp

/ou
e

ndan/taisyo/

◇
締
切
＝
６
月　

日
必
着
。
９
月
末

１０

に
受
賞
団
体
を
決
定
。

◇
表
彰
＝
大
賞（
賞
金
２
０
０
万
円
）

１
団
体
、
奨
励
賞
（
同
１
０
０
万
円
）

２
団
体
を
選
考
。
そ
の
ほ
か
、
受
賞

団
体
の
活
動
や
運
営
を
応
援
団
講
師

が
支
援

◇
問
合
せ
＝
読
売
新
聞
大
阪
本
社

「
よ
み
う
り
子
育
て
応
援
大
賞
」事
務
局

�　

－

６
８
８
１－

７
３
８
９

０６
寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
本
門
佛
立
宗
神

奈
川
布
教
区
婦
人
会
連
絡
協
議
会
▽

広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志
【
子
ど
も
福
祉

基
金
】
▽
宇
野
澤
妃
登
美
【
と
も
し

び
基
金
】
▽
県
立
茅
ヶ
崎
養
護
学
校

▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
県
庁
店
▽
富

士
シ
テ
ィ
オ
㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
三
崎
店
▽

三
菱
U
F
J
ニ
コ
ス
㈱
▽
遠
藤
寂
香

（
計　

五
二
七
、九
九
六
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問

題
研
究
会
▽
日
本
シ
ャ
ク
リ
ー
㈱
▽

ラ
ン
ド
コ
ム
㈱

（
敬
称
略
）
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

Ｋ保育園（横浜市）

発
行
日　

２
０
０
８
年（
平
成　

年
）５
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２０

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

県
北
地
区
に
障
害
者
の
Ｉ
Ｔ
拠
点
が
オ
ー
プ
ン
！

パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
相
模
原（
相
模
原
市
）

　

本
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
身
近
な

地
域
で
継
続
的
に
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｔ
）

と
か
か
わ
り
を
持
ち
、
情
報
収
集
や
発
信

に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
に

つ
な
が
る
よ
う
に
と
、
Ｉ
Ｔ
利
活
用
の
拠

点
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
平
成
十
七

年
に
は
平
塚
、
昨
年
四
月
に
は
横
須
賀

で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
学
べ
る
拠
点
を
オ

ー
プ
ン
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
Ｉ
Ｔ
に 

ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
に

　

こ
の
実
績
を
ふ
ま
え
、
昨
年
九
月
か
ら

は
県
北
地
区
で
の
拠
点
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
相
模
原
市
福
祉
の
輪
推
進
委
員
会

（
相
模
原
市
社
協
の
と
も
し
び
運
動
推
進

組
織
）
と
市
内
で
活
動
す
る
パ
ソ
コ
ン
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
具
体
化
に
向
け

た
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
市
内
で
も
障
害
の
あ
る

方
が
パ
ソ
コ
ン
に
ふ
れ
る
機
会
や
場
が
比

較
的
少
な
い
旧
津
久
井
郡
地
域
に
て
行
う

べ
き
で
は
」
と
の
意
見
か
ら
、
障
害
福
祉

や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
丁
寧
に
支
援
し
、�
ま

た
来
た
い
�と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
、か

わ
せ
み
を
担
当
す
る
パ
ラ
ボ
ラ
相
模
原
代

表
の
古
川
繁
子
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

地
域
の
交
流
拠
点
に

　

両
拠
点
の
連
絡
調
整
を
行
う
相
模
原
市

社
協
は
、「
今
後
は
地
区
社
協
と
の
連
携

を
よ
り
密
に
し
、
パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
が
地

域
で
暮
ら
す
方
の
交
流
拠
点
の
ひ
と
つ
と

し
て
展
開
で
き
れ
ば
」
と
願
っ
て
お
り
、

地
域
住
民
が
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
両
拠

点
が
障
害
の
あ
る
人
の
Ｉ
Ｔ
拠
点
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
地
域
の
福
祉
活
動
の
拠
点

と
し
て
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

開
所
日
に
は
、
熱
心
に
質
問
し
た
り
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
利
用
者
の

様
子
が
見
ら
れ
、「
ぜ
ひ
次
回
も
参
加
し

た
い
」
な
ど
、
う
れ
し
い
反
響
も
あ
り
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
か
か
わ
り
、
県

北
の
拠
点
は
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
見

せ
そ
う
で
す
。

施
設
の
協
力
を
得
て
、
相
模
湖
地
区
、
城

山
地
区
の
二
箇
所
に
「
パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば

相
模
原　

や
ま
の
べ
」（
以
下
、「
や
ま
の

ｉｎ

べ
」）、「
パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
相
模
原　

か
ｉｎ

わ
せ
み
」（
以
下
、「
か
わ
せ
み
」）
が
、
こ

の
春
開
所
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り

　

や
ま
の
べ
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ラ
ボ

ラ
ジ
ャ
パ
ン
」、
か
わ
せ
み
で
は
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
パ
ラ
ボ
ラ

相
模
原
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
礎
的
な
操
作
や
活
用
方
法
、
支
援
機
器

の
紹
介
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
の

使
い
方
な
ど
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　
「
情
報
を
得
た
り
発
信
し
た
り
、パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
な
る

と
世
界
が
広
が

り
ま
す
。
で
す

か
ら
私
た
ち
も

利
用
者
の
障
害

パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
相
模
原

（
相
模
湖
町
拠
点
）地
域
作
業
所
や
ま
の
べ
館

相
模
原
市
相
模
湖
町
与
瀬
１
０
１
０－

１　

�
０
４
２－
６
８
４－

３
５
８
１

（
城
山
町
拠
点
）精
神
障
害
者
小
規
模
授
産
施

設
か
わ
せ
み
の
家　

相
模
原
市
城
山
町
原
宿

３－

７－

７　

�
０
４
２－

７
８
３－
１
３
３
３

操作がしやすいマウスや音声
読み上げソフトなど、設備も
充実しています
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